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予測条件 計画交通量

＜平成42年における計画交通量＞

専用部

一般部

都県境

36,100
～41,600

31,700
～37,700

35,500
～43,200

39,400
～45,600

32,000
～35,100

31,700
～44,200

27,80032,10046,40039,70044,00031,800

京葉道路

一般国道357号

東関東自動車道水戸線
首都高速湾岸線

単位：台/日
注）インターチェンジ（ＩＣ）、ジャンクション（ＪＣＴ）の名称は、仮称

松
戸
Ｉ
Ｃ

市
川
北
Ｉ
Ｃ

市
川
南
Ｉ
Ｃ

京
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ

高
谷
Ｉ
Ｃ

高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ

44

計画交通量 [環境影響評価時（平成8年12月）]

＜平成22年における計画交通量＞

専用部

一般部

北
千
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ

市
川
北
Ｉ
Ｃ

市
川
南
Ｉ
Ｃ

京
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ

高
谷
Ｉ
Ｃ

高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ

松
戸
Ｉ
Ｃ

39,100
～40,200

一般国道357号

東関東自動車道水戸線
首都高速湾岸線

32,400
～35,900

32,400
～40,900

36,300
～45,300

38,200
～42,600

37,700
～45,000

39,500
～45,600

35,20039,60048,00042,30048,30048,70040,800

京葉道路
（仮称）

北千葉道路

都県境

単位：台/日
注）インターチェンジ（ＩＣ）、ジャンクション（ＪＣＴ）の名称は、仮称

出典：東京外かく環状道路（松戸市～市川市間）環境影響評価書（平成8年12月、千葉県）
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計画交通量 [環境影響評価時と実施方針の比較]

＜環境影響評価時（平成22年）と実施方針（平成42年）における計画交通量＞

専用部

一般部

市
川
北
Ｉ
Ｃ

市
川
南
Ｉ
Ｃ

京
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ

高
谷
Ｉ
Ｃ

高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ

松
戸
Ｉ
Ｃ

36,100
～41,600

31,700
～37,700

35,500
～43,200

39,400
～45,600

32,000
～35,100

32,00031,700
～44,200

27,80032,10046,40039,70044,00044,00031,800

京葉道路

（仮称）
北千葉道路

（39,100
～40,200）

（32,400
～35,900）

（32,400
～40,900）

（36,300
～45,300）

（38,200
～42,600）

（37,700
～45,000）

（39,500
～45,600）

（35,200）（39,600）（48,000）（42,300）（48,300）（48,700）（40,800）

都県境 注）下段（ ）は環境影響評価時（平成22年）

北
千
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ

一般国道357号

東関東自動車道水戸線
首都高速湾岸線

単位：台/日
注）インターチェンジ（ＩＣ）、ジャンクション（ＪＣＴ）の名称は、仮称

下段（ ）交通量の出典：東京外かく環状道路（松戸市～市川市間）環境影響評価書（平成8年12月、千葉県）

〔-9,000〕
〔-22%〕

〔-4,700〕
〔-10%〕

〔-4,300〕
〔- 9%〕

〔-2,600〕
〔- 6%〕

〔-1,600〕
〔- 3%〕

〔-7,500〕
〔-19%〕

〔-7,400〕
〔-21%〕

〔-6,000〕
〔-14%〕

〔-5,600〕
〔-14%〕

〔-6,200〕
〔-16%〕

〔 1,200〕
〔103%〕

〔-1,000〕
〔- 3%〕

〔-1,000〕
〔- 3%〕

〔 500〕
〔 101%〕
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〔差〕
〔%〕

専用部

〔差〕
〔%〕

一般部
凡 例
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